
１．はじめに

現代日本語における「結果」という語の意味は、例えば新村編（２０１８）では（１）のよ

うに説明されている１。

（１） �実を結ぶこと。結んだ実。結実。

�〔哲〕（effect）原因によって生み出されたもの。また、ある行為によって生じた

もの。その生み出された状態。副詞的にも用いる。「実験の結果」「よい結果をも

たらす」「話し合いの結果解決する」⇔原因

（１）の記述から、「結果」の語自体には良し悪しの意味は含まれておらず、いずれかの

意味、例えば「よい結果」という意味を表す場合には「よい」という修飾表現を追加する

必要があることがわかる。

その一方で、「結果を出す」などの定型表現においては、修飾表現を伴うことなく「良

い結果」という意味を表すことが多い２。例えば、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（The

Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese : BCCWJ）』には（２）のような用例

がある。

（２） いくら努力しましたといっても、結果を出せなければ認められません。

BCCWJ、OC１２_０４３４２、１８１０、特定目的・知恵袋、２００８年３

「結果」の語誌

�橋 圭子＊・東泉 裕子＊＊

＊跡見学園女子大学文学部コミュニケーション文化学科兼任講師 ＊＊明治大学他兼任講師
１ 辞書の用例の「－」には当該の語を補う。また、下線は稿者による。以下同じ。
２ 修飾表現を伴うことなく「良い結果」という意味を表す表現には、他に、「結果が出る」「結果を残
す」「結果を求める」などもある。しかし、定型化の度合いと用例数では「結果を出す」が他を圧倒し
ているため、本稿では「結果を出す」を分析対象とする。
３ BCCWJからの用例には、順に、サンプル ID、開始位置、レジスター、発表年などを付す。下線は
稿者による。以下同じ。
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本稿では、（２）のような「結果を出す」を【結果を出す】と表記する。また、「良い結

果」という意味を肯定的、「悪い結果」という意味を否定的、そのいずれでもない意味を

中立的と呼ぶ。そして、「結果」の語誌をたどり、肯定的・否定的・中立的意味の有無と

その変化の過程を検討し、現代日本語の【結果を出す】における肯定的意味の獲得過程を

探る。

２．先行研究

森岡（１９９１）によれば、「結果」という語は翻訳語として近代初期に成立したという。

北原他編（２００１）には、（３）がその初出例として挙げられている。原著はMill（１８５９）

であり、原語は‘result’である。なお、諸橋編（２０１８）によれば、「果」「菓」は同じ漢

字の異体字である。

（３） 人民の情と合和して、かかる結菓となりしなり。

中村正直訳（１８７２）『自由之理』４

「結果」という語をめぐる先行研究には、見坊（１９８８）、坂梨（２０１１）、三枝（２０１３）、鳴

海（２０１４）などがあり、名詞から副詞ないし接続詞的用法への拡張に注目したものが多い。

�橋・東泉（２０１８）はその一つであり、近現代のコーパスから「結果」の用例を分析し、

用法拡張の過程をたどっている。そして、（４）のような例を挙げ、「結果」の実質的意味

の希薄化を指摘している。つまり、このような「結果」は肯定的・否定的意味のいずれも

表していない。

（４） 退職後はまず役所に行き、国民保険や国民年金の手続きをしましょう。（略）市民

税は時期になれば勝手に自宅に支払い用の綴りが届きます。結果、届く綴りは国民

年金、国民健康保険、市民税の３種です。

BCCWJ、OC０３_０１２８２、２２１０、特定目的・知恵袋、２００５年

しかし、【結果を出す】のような「結果」に触れた研究は、管見ではまだない。

４ 国文学研究資料館（２０１２）では漢字カタカナ表記である。
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表１ 大系・新全集における文字列「結果」「結菓」の用例数

成立年 作品名 著者 用例数 出典

７９７ 三教指帰 空海 １ 大系

８３５ 性霊集 空海 １ 大系

１４～１５世紀頃 酒伝童子絵 不詳 １ 新全集

１７０８ 傾城反魂香 近松門左衛門 １ 大系

１８０７―１８１１ 椿説弓張月 曲亭馬琴 ３ 大系

１８２９―１８３２ 近世説美少年録 曲亭馬琴 ４ 新全集

１８３２ しりうごと 不詳 １ 新全集

一方、中国語・韓国語における「結果」という語は、異なる様相を呈している。Chang

（２０１５）、Yang（２０１９）によれば、中国語の「結果 jieguo」は１４世紀頃から「最後の局面

に至る」という否定的意味を持つようになり、現代における談話標識的用法では「予想外

に」という意味で用いられているという。また、Rhee（２０１９）によれば、韓国語の「結

果 kyelkwa」は「実を結ぶ」という文字通りの意味から、１１世紀頃には「悟りを開き仏の

道に入る」というメタファーで肯定的に用いられるようになり、現代の抽象的・一般的な

「結果」の意味に至っているという。

３．近代以前の「結果」

本節では、近代以前の日本語において、「結果」という表現が用いられていた可能性に

ついて検討しておく。「国文学研究資料館 日本古典文学大系本文データベース」「Ja-

panKnowledge Lib 新編日本古典文学全集」（それぞれ、大系、新全集と略記する）を用

い、「結果」「結菓」の文字列検索を行った５。得られた用例数の一覧を表１に示す。

これらのうち、最古の例は（５）の２例であり、ともに「悟りを開き仏の道に入る」と

いう肯定的意味を表している。

（５） ａ．于時。有縁之衆。…栄枯萎枝。授結菓期。
しぼ さか ご

時に有縁の衆は…枯れ萎める枝を栄やかして結菓の期を授く。

空海（７９７）『三教指帰』大系

５ 「結果」が漢語由来であることから、「東京大学史料編纂所 古記録フルテキストデータベース」か
らも用例が見出されるかと考え検索したが、用例は皆無であった。
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ｂ．雲雨覆 而解煩、草木滋茂而結果。
このみ

雲雨覆ひ
そそ

いで煩を解き、草木滋く茂して果を結ぶ。

空海（８３５）『性霊集』大系

次に、「酒伝童子絵」「傾城反魂香」に見られる例はいずれも「かくなは」とよみ、紐を

結んだ形をした揚げ菓子、また、その菓子の形のように縦横に切り結ぶこと、という意味

と注されている。本稿で検討する「結果」とは同形異義語であるかと思われるが、詳細な

探究は稿を改めたい６。

１９世紀、近世後期に見られる８例は、（６）に示すように、「しまいつく」「おしかたづ

く」「かたづく」とのよみが付されている。これは、中国の白話小説の影響かと考えられ

る。例えば、（７）は、『水滸伝』の日本における注釈書の、「結果」の語釈の部分である。

馬琴は漢籍の膨大な知識で知られており、『しりうごと』も学者による著作と推測されて

いる。

し ゃ つ しまいつけ

（６） ａ．まづ這奴を結果て、路銀を奪ひ、…

曲亭馬琴（１８０７―１８１１）『椿説弓張月』大系
まず すえ め おしかたづけ そののち お なつ

ｂ．先その陶奴を結果て、爾後阿夏を殺すべし

曲亭馬琴（１８２９―１８３２）『近世説美少年録』新全集
はこ かたづけ

ｃ．あまつさへ近ごろは、小札の筥も図も何処かの隅へおし結果て、…

作者不詳（１８３２）『しりうごと』新全集

（７） モトハ佛語ナリソレヨリ轉シテ萬事物事ノシマイヲツケ片付ルコトニナルナリ

陶山南濤（１７５７）『忠義水滸伝解』７

しかし、「結果」のこのようなよみと意味は、用例数の少なさから、一部の知識人に限

られたものであったと推測される。（５）は肯定的、（６）は否定的意味で用いられている

６ �橋・東泉（２０１８）では（６）のような例も別語として処理していたが、今回の調査で同じ語の変
化として扱うべきであることがわかった。「かくなは」については、今回は明らかにできなかったが、
さらに探究を続けたい。
７ 傍線は原文に付されたものである。
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表２ CHJ 明治・大正編における「結果」の修飾表現９

肯定的 否定的

表現 用例数 ％ 表現 用例数 ％

好 １１８ ５３．４ 悪 ２３ １０．４

良 １３ ５．９ 不 ２０ ９．０

良い １３ ６．２ 恐ろしい ６ ２．７

面白い １１ ５．０ 悪しい ４ １．８

善 ２ ０．９ 乏しい ３ １．４

楽しい １ ０．５ 由々しい １ ０．５

思わしい １ ０．５ 無 １ ０．５

明るい １ ０．５ 憂 １ ０．５

悪い １ ０．５

痛ましい １ ０．５

計 １６０ ７２．４ 計 ６１ ２７．６

が、それぞれ仏典や漢籍の用法を踏襲したものであり、「結果」という語は近代以前の日

本語の語彙体系に定着してはいなかったと考えられる。

４．近代における「結果」

近代に入ると、（３）の初出以降、「結果」という語の使用例はめざましく増加する（�

橋・東泉２０１８）。本節では、明治・大正・昭和前期における「結果」という語の肯定的・

否定的・中立的意味について検討する。『日本語歴史コーパス（The Corpus of Historical

Japanese: CHJ）明治・大正編』（国立国語研究所２０１８・２０１９・２０２１）を、コーパス検索ア

プリケーション「中納言」（バージョン２．５．２、データバージョン２０２１．０３）を用いて検索

した。短単位検索モードを使用し、前接語に注目するため「キーの条件」を指定せずに、

キーから後方の１語を語彙素読み「ケッカ」・語彙素「結果」という条件で検索を行った。

得られた用例数は、計４，９０６例であるが８、【結果を出す】の用例は皆無であった。

そこで、「結果」の修飾表現のうち、形容詞、接頭辞、名詞に注目し、肯定的・否定的

意味に分類し、表２にまとめた。具体的用例は（９）に示すとおりである。

８ CHJ明治・大正編は、�雑誌、�教科書、�明治初期口語資料、IV近代小説から成り、それぞれの
「結果」の用例数は、４８２７例、３７例、０例、４２例である。
９ 「表現」については、表記は現代語の漢字、活用形は現代語で代表させる（例えば、「良い」は「良
い」「よい」「いい」「良い」「好い」「良き」を含む。％は小数点第二位で四捨五入した。
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（９） ａ．實に好結果あるは疑なし。

CHJ、６０M女雑１８９４_４２００５、６１５９０、『女学雑誌』、１８９４年１０

ｂ．之より生ずる惡結果も、亦極めて大ならん。

CHJ、６０M太陽１９０１_０３０４６、３７５００、『太陽』、１９０１年

ｃ．所で出來上つた所はあの通り全く不結果である。今回の出張は

CHJ、６０M太陽１９１７_１２０４４、４７９０、『太陽』、１９１７年

ｄ．今回の出張は無結果で終る樣な事になりはせぬかと憂へた

CHJ、６０M太陽１９０１_０１０３６、２９２２０、『太陽』、１９０１年

表２より、（９a）のような肯定的意味の修飾表現は、（９b）・（９c）・（９d）のような

否定的意味の修飾表現の約３倍に上ることが読み取れる。近代語における「結果」は、肯

定的意味の修飾表現と共起することが多く、肯定的イメージを持っていたと言えるだろう。

また、（９c）の「不」、（９d）の「無」は打消の意の接頭辞であり、文字通りには「結果

ではない」「結果がない」という意味になる。これらが「悪い結果」という否定的意味を

表すということは、とりもなおさず、「結果」という語自体に肯定的意味があることにな

るだろう。

近代における「結果」という語が、なぜ、このような肯定的意味を獲得したのか、詳し

い経緯は現時点ではわからない。この解明のためには、例えば「効果」のように中立的意

味から肯定的意味を獲得した語の影響や、逆に、「結局」「揚げ句（の果てに）」のように

否定的意味を持つ表現との関連などを検証する必要があるだろう。また、今回は「望む結

果」「害する結果」などの動詞を含めなかったが、「結果」に前接する動詞にも肯定的・否

定的意味という点について偏りがあるのかを調査する必要がある。今後の課題としたい。

５．現代における「結果」

本節では、１９５０年代以降の「結果」という語の肯定的・否定的・中立的意味について検

討する。４節の CHJと同様に、コーパス検索アプリケーション「中納言」を使用し、国

立国語研究所コーパス開発センターによる現代語の各種コーパスを検索した。短単位検索

モードを用い、「キーの条件」を指定せずに、キーから後方の１語を語彙素読み「ケッカ」・

１０ CHJからの用例には、順に、サンプル ID、開始位置、誌名、出版年などを付す。下線は稿者による。
以下同じ。

―６２―

シリーズ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０２２・Ｂ５／なかむら／０５７‐０６９　結果の語誌　高橋ほか　Ｅ



表３ 現代語コーパスにおける「結果」の用例数

コーパス：略称１１

（参考文献）
収録時期

中納言バージョン
データバージョン

種類 総語数
「結果」
用例数

昭和話し言葉コー
パス：昭和
（丸山他２０２１）

１９５２～１９７４
中納言バージョン ２．４．２
データバージョン ２０１８．０２

独話 １８０，６６４ ８２

会話 ３４８，４５８ ９

現日研・職場談話
コーパス：職場
（現代日本語研究
会編２０１１）

１９９３、
１９９９～２０００

中納言バージョン ２．４．２
データバージョン ２０１８．０３

談話 ２４８，６７７ ２０

名大会話コーパ
ス：名大
（藤村他２０１１）

２００１～２００３
中納言バージョン ２．４．２
データバージョン ２０１８．０２

会話 １，１３１，８９１ ３４

日本語話し言葉
コーパス：CSJ

１９９９～２００３
中納言バージョン ２．４．２
データバージョン ２０１８．０１

独話 ７，３７５，２９９ ６，０９１

対話 １４９，８２６ １７

日本語日常会話
コーパスモニター
公開版：CEJC
（小磯他２０２０）

２０１６～２０１８１２
中納言バージョン ２．４．５
データバージョン ２０２１．０３

日常
会話

１，２４７，７９１ ６３

現代日本語書き言
葉均衡コーパス：
BCCWJ

１９７６～２００８
中納言バージョン ２．４．５
データバージョン １．１

書き
言葉

１２４，１００，９６４ ２８，００９

語彙素「結果」という条件で検索した。表３は、使用コーパスの概要および「結果」の用

例数である。

このうち、昭和、職場、名大の３コーパスには、【結果を出す】の用例はなく、肯定的・

否定的意味の修飾表現を伴う用例もなかった。これには、コーパスサイズによる用例数の

限界と収録時期の、少なくとも２通りの要因があると考えられる。収録時期については、

後述する。

CEJCにおける「結果」の修飾表現は、「良い」２例が見られた。CSJ、BCCWJにおけ

る「結果」の修飾表現は、それぞれ、表４・表５のようにまとめられる。

１１ 昭和・職場・名大の略称は本稿による。CSJ（Corpus of Spontaneous Japanese）・CEJC（Corpus of
Everyday Japanese Conversation）および既述の CHJ・BCCWJは国立国語研究所コーパス開発センター
による略称である。

１２「２０１６年４月～２０１８年度（予定）」（田中他２０１８、p．４）に基づく。
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表４ CSJ における「結果」の修飾表現

肯定的意味 否定的意味

修飾表現 用例数 ％ 修飾表現 用例数 ％

良い ９１ ６５．０ 低い １０ ７．１

高い ６ ４．３ 悪い ５ ３．６

面白い ５ ３．６ 難しい ２ １．４

近い ４ ２．９ さびしい １ ０．７

正しい ２ １．４ 良くない １ ０．７

大きい ２ １．４ 情けない １ ０．７

嬉しい ２ １．４

著しい １ ０．７

思わしい １ ０．７

多い １ ０．７

凄い １ ０．７

興味深い １ ０．７

遜色のない １ ０．７

宜しい １ ０．７

楽しい １ ０．７

計 １２０ ８５．７ 計 ２０ １４．３

表５ BCCWJにおける「結果」の修飾表現

肯定的意味 否定的意味

修飾表現 用例数 ％ 修飾表現 用例数 ％

良い ２６９ ４９．７ 悪い ６８ １２．６

好 ４４ ８．１ 恐ろしい １３ ２．４

好ましい １６ ３．０ 厳しい ８ １．５

面白い １２ ２．２ ひどい ８ １．５

正しい １２ ２．２ 悪しき ４ ０．７

興味深い １０ １．９ 悲しい ４ ０．７

望ましい １０ １．９ 悔しい ３ ０．６

素晴らしい ８ １．５ さびしい ３ ０．６

思わしい ３ ０．６ まずい ３ ０．６

はかばかしい ３ ０．６ 腹立たしい ２ ０．４
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嬉しい ２ ０．４ あっけない ２ ０．４

高い ２ ０．４ 悪― ２ ０．４

目覚ましい ２ ０．４ きつい １ ０．２

めでたい １ ０．２ だらしない １ ０．２

甘い １ ０．２ 暗い １ ０．２

喜ばしい １ ０．２ 忌まわしい １ ０．２

輝かしい １ ０．２ 苦しい １ ０．２

宜しい １ ０．２ むなしい １ ０．２

うまい １ ０．２ 歯がゆい １ ０．２

深い １ ０．２ 手ひどい １ ０．２

濃い １ ０．２ 心もとない １ ０．２

美しい １ ０．２ 惜しい １ ０．２

おいしい １ ０．２ 恥ずかしい １ ０．２

芳しい １ ０．２ 低い １ ０．２

一大 １ ０．２ ほど遠い １ ０．２

こわい １ ０．２

乏しい １ ０．２

不甲斐ない １ ０．２

計 ４０５ ７４．９ 計 １３６ ２５．１

CSJ、CEJC、BCCWJいずれのコーパスにおいても、近代語と同様、「結果」は肯定的

意味の修飾表現と共起することが多く、肯定的イメージの語であると言えるだろう。ここ

から、肯定的意味の修飾表現と伴うことなく肯定的意味を表す【結果を出す】のような表

現が生じたことは自然であると言えるだろう。

【結果を出す】の用例は、CSJに７例、BCCWJに１０７例見られる。これらの中で最も早

い用例は（１０）である。

（１０） やはりこの附帯決議というものがもっと尊重され、そして一歩でもそれに対して結

果を出しているというような点を期待しまして、今後も、附帯決議を出してもさっ

ぱり実績が出ないということのないようにがんばっていただきたいと思います。

BCCWJ、OM２５_００００６、１８５１９０、特定目的・国会会議録、第９４回国会、１９８１年
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表６ BCCWJにおける【結果を出す】の用例数

レ
ジ
ス
タ
ー

出版 図書館 特定目的

雑
誌

書
籍

新
聞

書
籍

ブ
ロ
グ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

広
報
紙

国
会
会
議
録

知
恵
袋

白
書

法
律

教
科
書

１９７６―１９８０ ０ ０ ０ ０

１９８１―１９８５ ０ １ ０ ０

１９８６―１９９０ ０ ０ ０ ０ ０

１９９１―１９９５ ０ ０ ０ ０ ０

１９９６―２０００ ０ ２ ０ ０ ０

２００１―２００８ １６ ２４ ４ ７ ４１ ０ ３ ０ ８ ０ ０ ０

計 １６ ２４ ４ ７ ４１ ２ ３ １ ８ ０ ０ ０

ただし、今回の調査で得られた用例は（１０）以外、すべて２０００年以降のものであった。

BCCWJの【結果を出す】の用例数を、年代とレジスターごとにまとめたものが表６であ

る。

レジスターによりデータの収録期間が異なるため経年変化の分析はできないが、比較的

長期間のデータが見られる「図書館・書籍」、「特定目的・ベストセラー」においても、２０００

年より以前の用例は見られない。これは、先に見た話し言葉のコーパスにおける、【結果

を出す】の用例数と収録時期の観察結果とも矛盾しない。

また、【結果を出す】の用例はスポーツやビジネスといった分野に多く観察される。CSJ

では７例中３例が（１１a）のようにスポーツであり、BCCWJでは１０７例中６２例が（１１b）

のようにスポーツ、３３例が（１１c）のようにビジネス関連である１３。これらは、競争の結果

が明らかになりやすい分野である。

（１１） ａ．ででもイチローの場合もうまもなく始まってから二三か月の間で結果を出し何

と二千一年のオールスターではファン投票一位に選ばれ

CSJ、S０９M１５２８、２３６９０、独話・模擬講演、男、３０―３４歳１４

１３ スポーツの用例数には、競輪・競馬・囲碁・消防競技各１例を含む。
１４ CSJの用例には、順に、講演 ID、開始位置、タイプ、話者情報などを記す。下線は稿者による。
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b．一昨年の優勝の時は入団１年目で、結果を出せず悔しい思いをしたが、昨年６

月十五日のヤクルト戦で初勝利。

BCCWJ、PN５j_０００２１、５５８３０、出版・新聞、『京都新聞』、２００５年

ｃ．仕事をするということの意味がそれぞれ違う時代。多くの人をひとつにまとめ

て結果を出すのは大変だっただろう。

BCCWJ、PB１６_００１７１、１４６０、出版・書籍、伊藤愛子

『プロ会社員が組織を動かす』アスペクト、２００１年

６．おわりに

本稿では、「結果」の語誌をたどり、（�）近世までは中国大陸や朝鮮半島の影響が一部

に見られたものの日本語の語彙体系に定着し普及するのは近代以降であること、（�）近

代においては肯定的意味を表す表現が前接して肯定的意味を表す文脈での用例が多いこ

と、（�）２０００年以降は修飾表現を伴うことなく肯定的意味を表す「結果を出す」という

表現が広まってきたこと、以上の３点を明らかにした。

このような変化を促した要因については、さらなる検証が必要である１５。
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